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ブルガリア月報【２０１5 年 12 月】

平成２８年１月

在ブルガリア日本国大使館

概観

【政治・社会】

・３日及び４日に英国のキャメロン首相，１５日にトルコのダーヴトオール首相がブルガリアを訪

問した。

・９日，イヴァノフ法相が辞任を表明，１８日，ザハリエヴァ新法相が就任した。

・１２日，連立与党の改革派ブロックを構成する政党ＤＳＢが連立政権からの離脱を発表した。

・１６日，国民議会は，司法制度改革に関する憲法改正法案を最終可決した。

・２４日，第二野党ＭＲＦのメスタン党首が解任された。



【経 済】

・２日，国民議会は２０１６年度国家予算を可決した。

・３１日から翌月１日にかけ，民間のガス供給会社オーバーガスの顧客への天然ガス供給が停止さ

れる恐れがあったが，回避された。


この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

政治・社会

１．内政

（１）政府・国民議会の動き

◆司法制度改革に関する憲法改正法案の最終

可決

９日，国民議会は，高等司法評議会（ＳＪＣ）

の判事部門と検事部門への二分割を中心とする憲

法改正法案を第二読会で可決した（注：憲法改正

には３回の読会が必要）。賛成は１９６票（ＧＥＲ

Ｂ，改革派ブロック，ＭＲＦ，愛国戦線，ＡＢＲ，

アタッカ）で，反対票を投じたのはＢＳＰのみだ

った。ＳＪＣの二分割により，各部門がそれぞれ

判事，検事及び予審判事の任命，昇進，降格，異

動，免職を決定することになる。

争点となっていたＳＪＣの二部門における委員

の国民議会選出枠と司法選出枠の割当数について

は，第一読会を通過した当初割当案（改革派ブロ

ックの提案）と異なる割当案（ＡＢＲの提案）が，

改革派ブロック及び３名の無所属議員を除く全議

会会派の賛成２０４票により可決された。新割当

案によると，検事部門は委員の国民議会選出枠と

司法選出枠の各５名に検事総長を加えた合計１１

名（国民議会割当５名，司法割当６名），判事部門

は委員の国民議会選出枠と司法選出枠の各６名に

最高破棄裁判所長官及び最高行政裁判所長官を加

えた合計１４名（国民議会割当６名，司法割当８

名）とされた。イヴァノフ法相は，改革派ブロッ

クの提案する当初割当案が可決されなかったこと

を受け，辞任を表明した（次項参照）。

また，各部門の国民議会選出枠の委員は国民議

会の３分の２以上の多数による選出とされた。な

お，現在のＳＪＣ委員は各自の任期満了まで職務

を継続することとされた。

国民議会は，ＳＪＣは判事，検事，予審判事の

任命，昇進，降格，異動，免職に関する決定を秘

密投票により行うとの憲法規定を廃止した。本規

定の廃止は，賛成１９０票，反対及び棄権２７票

により可決された。本規定の廃止により，公開投
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票により決定を行う選択肢がＳＪＣに実質的に導

入されたことになる。全決定を公開投票とすると

の改革派ブロックによる提案は否決された。

検事総長に法執行，犯罪対策及び国家刑事政策

の遂行に関する検察官の実績報告書の提出を要請

する権限の国民議会への付与については否決され

た。代わりに，国民議会はＳＪＣを通じ検事総長

から年次報告書の提出を受けること（現行の規定）

に加え，検事総長を「聴聞することができる」こ

ととする改正案（ＭＲＦの提案）が可決された。

国民議会建物の外では，真正な司法改革を拒否

する国民議会の動きに反対する抗議行動が行われ

た。抗議者はフェイスブックを通じて参集し，ソ

フィア中心部の一部を一時的に封鎖した。

１６日，国民議会は司法制度改革に関する憲法

改正法案を第三読会で最終可決した。賛成は１８

９票（ＧＥＲＢ，ＭＲＦ，改革派ブロックの大半

の議員，愛国戦線，ブルガリア民主センター，Ａ

ＢＲ，アタッカ），反対は３９票（ＢＳＰ左派ブル

ガリア），棄権１（改革派ブロックの１議員）だっ

た。改革派ブロックのカネフ議員他５議員は議決

を行わなかった。



◆イヴァノフ法相の辞任及びザハリエヴァ新

法相の就任

９日，イヴァノフ法相は，国民議会で辞任を表

明した。同日，国民議会では司法制度改革のため

の憲法改正法案の審議中（第二読会）であり，イ

ヴァノフ法相は高等司法評議会の判事部門と検事

部門の各部門における議会選出枠と司法選出枠の

配分に関する自身の提案が賛同を得られなかった

ことを受け，辞任を表明した。

イヴァノフ法相は，採決の結果はブルガリアが

検事総長に支配されていることを示したと述べた

上で，もはや法相としての権限を行使することは

ないと表明し，辞任について，自らの決定である

と断言した。イヴァノフ法相に続いて３人の法務

副大臣が辞表を提出し，ボリソフ首相はヤンクロ

フ法務副大臣の辞表を除くすべての辞表を受理し

た。

イヴァノフ法相の辞任表明後，ＲＢ（同法相を

選出）のカネフ共同院内総務（ＲＢを構成する「強

いブルガリアのための民主主義者（ＤＳＢ）」党首）

は，もはや自分（カネフ）は野党の一員であると

考えており，ボリソフ政権は自分の支持を当てに

できないと述べた。ＤＳＢのカラジョフ議員はカ

ネフ党首に追随し，野党議員となるため国民議会

運輸委員長を辞任すると発表した。

１８日，国民議会はイヴァノフ法相の辞任表明

を受け，エカテリナ・ザハリエヴァ氏を新法相と

して選出した。ザハリエヴァ新法相は，ライコフ

暫定政権（２０１３年）及びブリズナシュキ暫定

政権（２０１４年）で副首相兼地域開発相を務め

た他，第一次ボリソフ政権（２００９～２０１３

年）で地域開発副大臣を務めた。また，２０１２

年から２０１３年の間，プレヴネリエフ大統領の

首席補佐官を，２０１３年以降は大統領府官房長

を務めていた。

◆ＤＳＢの連立政権離脱

１２日，連立与党の改革派ブロック（ＲＢ）を

構成する政党ＤＳＢのカネフ党首は，黒海の都市

ポモリエで５時間にわたり行われた党会合の後，

ＤＳＢの連立与党からの離脱を発表した。カネフ

党首は，連立離脱の理由は，９日の司法制度改革

に関連する憲法改正法案の決議（第二読会）にお

いてＧＥＲＢがＲＢの提案内容への同意を撤回し，

イヴァノフ法相（当時）を斥けたことである，と

述べた。

カネフ党首は，ＤＳＢはモスコフ保健相の実施

する改革政策を支持するとし，同保健相はＤＳＢ

副党首を辞任するが保健相には留まる，と述べた。

また，アタナソフ議員は議会の国内治安・公共秩

序委員会の委員長を辞任するが，副党首には留ま

る。

１４日，ＲＢを構成する政党「市民のブルガリ

ア」のクネヴァ党首は，ボリソフ政権への支持を

表明し，同党は連立政権に留まるとの党幹部評議

会の決定を発表した。

１５日，ＲＢを構成する各政党の党首及びＲＢ
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選出の５名の閣僚の出席の下，ＲＢ執行評議会が

開催され，カネフＤＳＢ党首（ＲＢ共同院内総務）

を除くＲＢ構成政党の党首は，連立政権への残留

及びＲＢ選出閣僚への支持を確認した。ＲＢは３

時間に及ぶ執行評議会の後に声明を発表し，ＧＥ

ＲＢとの間で，これまでの成果を評価し，連立合

意文書及びその実行スケジュールをアップデート

するための交渉を同日に開始することとした。

ＤＳＢは，連立を離脱するとの立場を変更しな

いと表明した。一方，カネフＤＳＢ党首は，来年

３月１３日に行われるＤＳＢ全国大会のみがＤＳ

ＢのＲＢからの脱退を決定できる，と述べた。

ＲＢを構成する「市民のブルガリア」のゼレノ

ゴルスキ副党首（ＲＢ共同院内総務）は記者団に

対し，ＲＢは改革に向けた保証がある限り連立政

権に留まるが，これは今後６か月間の「条件付き」

支持であると説明した。また，同副党首は，現時

点ではカネフＤＳＢ党首はＲＢ共同院内総務に留

まると述べるとともに，ＲＢからの離脱を表明し

た議員はいないと述べた。

（２）政党の動き

◆メスタンＭＲＦ党首の解任

２４日午後，ＭＲＦのクラステヴァ報道官は同

日行われた党中央評議会の会合後，記者団に対し，

同党のメスタン党首が党首を解任され，党からも

除名されたと発表した。同報道官によると，ドガ

ン名誉党首（前党首）は同評議会において，党首

解任はブルガリアの国益に反した者の運命である，

と述べた。ドガン名誉党首は１２月中旬に行った

スピーチにおいて，１１月のトルコによるロシア

戦闘機の撃墜に関してトルコを支持するとのメス

タン党首の発言を「大失態」であると述べていた。

同評議会はソフィア郊外のボヤナにあるドガン

名誉党首の邸宅で行われた。メスタン党首の同評

議会への出席は許されなかった。同評議会には評

議員の８０％以上が出席し，決定は全会一致で可

決された。２０１６年４月に予定されているＭＲ

Ｆの全国党大会まで，党及び議会会派はルシェ

ン・リザ議員，ムスタファ・カラダイ議員，チェ

ティン・カザク議員の３名の議員が共同で党首を

務める。

同評議会の開始前，メスタン党首は南部のカル

ジャリで特別記者会見を行い，トルコによるロシ

ア戦闘機撃墜に関する宣言に対するドガン名誉党

首の厳しい批判について，同声明はＭＲＦの議会

会派が共同で作成したものである，と述べた。メ

スタン党首は，ドガン名誉党首の明確かつ強い批

判は党の地方支部や党中央評議会で議論が行われ

る必要がある，と述べた。

メスタン党首は，党首解任の決定後，記者団に

対して声明を発表し，長年ブルガリアの国益と結

びついてきたのはＥＵ及びＮＡＴＯであり，ロシ

アではない，自分は欧州・大西洋主義を擁護した

との理由でブルガリアの国益を損ねたと非難され

るべきではない，と述べた。

メスタン党首の解任を受け，ＭＲＦのシャバナ

リ・アフマド議員，フセイン・ハファゾフ議員，

アイドアン・アリ議員の３名の議員が同党の議会

会派を離脱し，無所属となることを発表した。

同２６日，ＭＲＦカルジャリ支部のバフリ・オ

メル支部長は，現在の党の方針及びメスタン党首

の解任に反対し，辞任及び離党を発表した。

２９日，さらにマリヤナ・ゲオルギエヴァ議員

（元青年・スポーツ相）とヴェンティスラフ・カ

イマカノフ議員（党員ではないがＭＲＦの市民枠

で当選）の２名の議員がＭＲＦの議会会派を離脱

し，無所属となることを発表した。

（３）その他

◆３３名の税関職員が汚職の疑いで逮捕

１３日，検察当局，国家保安局（ＳＡＮＳ），組

織犯罪対策局，ハスコヴォ警察がトルコ国境のカ

ピタン・アンドレエヴォ検問所で捜査を行った結

果，３３名の税関職員が汚職の疑いで逮捕された。

税関職員は車両，トラック，バスの検査を行わな

い見返りに賄賂を受け取っていたとされる。



◆スヴィレングラッド税関の閉鎖

３０日，閣僚評議会は南東部のスヴィレングラ
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ッド税関を公式に閉鎖するとともに，中央関税局

に情報安全部を設立することを決定した。スヴィ

レングラッド税関の閉鎖の目的は，汚職の防止及

び人材・財源の最適化による業務改善・効率化で

ある。１２月中旬にトルコ国境付近のカピタン・

アンドレエヴォ検問所で３３名の税関職員が汚職

の疑いで逮捕された後，スヴィレングラッド税関

の閉鎖について協議が行われていた。



２．外政

◆ミトフ外相：ＮＡＴＯ外相会合出席

２日，ミトフ外相はブリュッセルで行われたＮ

ＡＴＯ外相会合に出席した。同外相は記者団に対

し，２０１６年，ブルガリアはアフガニスタンに

１１０名までの規模の部隊を引き続き派遣すると

述べた。現在，カブールとカンダハルに計８４名

から成るブルガリアの部隊が派遣されているが，

ブルガリアは要請があればさらに１０名の軍事顧

問を派遣することが可能である。同外相は記者団

の質問に対し，アフガン治安部隊に対するブルガ

リアの年間拠出額は５０万米ドルで変わらないと

述べた。

◆キャメロン英首相のブルガリア訪問

３日，ボリソフ首相はブルガリアを訪問中の英

国のキャメロン首相と会談した。現職の英国首相

がブルガリアを訪問するのは１６年振りとなる。

ボリソフ首相は会談後，ブルガリアは将来，特に

結束政策及びインフラの分野で英国の支援を希望

する，と述べた。また，ボリソフ首相は，ブルガ

リアはシェンゲン国境及び財政赤字について非常

にうまく対処しており，欧州が幾分注目する財政

規律国となった，と述べた。

キャメロン首相は，両国の安全保障と繁栄は二

国間関係にとって重要である，と述べた。また，

キャメロン首相は，（ブルガリアの）経済改革及び

財政規律に関する優れた実績だけではなく，強力

なＮＡＴＯ加盟国として国防予算増大のためブル

ガリアが取ってきた行動，両国間のあらゆる協力，

密輸等の問題対処のためブルガリアが取ってきた

行動を理由に挙げつつ，ブルガリア訪問への満足

の意を表明した。両首相は，両国が直面する難民

及びテロの困難への対処のため，両国がどのよう

に協働できるかについても議論した。

同日，プレヴネリエフ大統領はキャメロン首相

と会談し，欧州をより強力，効率的，競争的にす

るための欧州での開かれた対話を求めた。プレヴ

ネリエフ大統領は，英国がＥＵに留まるのであれ

ばＥＵの誰にとっても最善の利益となるだろう，

もし英国が（ＥＵを）去れば誰もが敗北する，と

述べた。両者の会談では，国際的なテロとの闘い

やＥＵにおける難民流入圧力への対処のための努

力についても焦点が当てられた。

４日，キャメロン英首相は，ボリソフ首相とと

もにヘリコプターでレソヴォの国境検問所を訪れ，

ブルガリア・トルコ国境沿いのフェンスを視察し

た。フェンスは，ＥＵ域内への移民の不法侵入を

防ぐために設置されたものである。政府報道局に

よれば，キャメロン首相は視察後，移民の流入増

大に直面している欧州諸国は，国境管理の改善方

法をブルガリアから学ぶべきであると述べた。

キャメロン首相はその後，国境警察エルホヴォ

地域事務所を視察し，国境管理，ビデオ監視シス

テム及び移民の審査・登録のためのその他の措置

についてグネフ内務副大臣から説明を受けた。

内務省によれば，本年，ブルガリアでは，これ

までに２９，３０８人の不法移民が拘束され，５，

１５０人が難民の地位を与えられた。ブルガリ

ア・トルコ国境沿いの警備は，フロンテックスや

特殊パトロールを含む要員の増員によって強化さ

れている。また，国境沿いのフェンスの建設は継

続している。キャメロン首相は，警備の効率性に

感銘を受けたとし，シェンゲンの基準をいかに満

たすかということに関して，ブルガリアは模範と

なり得ると述べた。



◆レーク・ユニセフ事務局長のブルガリア訪

問

３日，ユニセフのレーク事務局長がプレヴネリ

エフ大統領の招待によりブルガリアを訪問した。
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プレヴネリエフ大統領は，同事務局長との会談で，

ブルガリアの児童政策はバルカン地域全体にとっ

ての手本となる，と述べた。また，同大統領は児

童ケアにおけるブルガリアの実績について説明し，

ブルガリアは児童の脱施設化を２０２５年までに

完了させ，全ての児童収容施設を各児童のニーズ

に合ったサービスを提供するネットワークに転換

したい，と述べた。レーク事務局長は，ブルガリ

アにおけるユニセフ・モデルは地域の他の諸国に

おけるモデルとしても使用できるとの確信を表明

した。

同事務局長は，ボリソフ首相とも会談を行った。

ボリソフ首相は，ブルガリアは児童ケア分野の改

革の実施に対するユニセフの貢献を非常に評価し

ている，と述べた。

◆ガリバシヴィリ・ジョージア首相のブルガ

リア訪問

７日，ジョージアのガリバシヴィリ首相はブル

ガリアを公式訪問し，ボリソフ首相と会談した。

両首相は，二国間関係の発展には大きな潜在可能

性があると述べ，新シルクロード・イニシアチブ

への共同参加の可能性及びジョージアの欧州大西

洋への展望に対するブルガリアの支持について強

調した。

ボリソフ首相は，伝統的に良好な二国間の協力

関係を強調し，ジョージアのＥＵ及びＮＡＴＯ加

盟に向けた進展への支持を表明した。また，ボリ

ソフ首相は，我々はジョージアとの輸送回廊及び

フェリーの接続を非常に重視している，新シルク

ロード構想は両国の港湾が輸送回廊の一部となる

特別な機会を開いた，と述べた。

ガリバシヴィリ首相は，ジョージアのＥＵ加盟

及び欧州大西洋統合に対するブルガリアの支持に

謝意を表明し，輸送全般，特に新シルクロード・

イニシアチブにおける協力を強調した。

同日，ガリバシヴィリ首相はプレヴネリエフ大

統領とも会談した。両者は，両国は黒海地域の連

結にとって重要であり，戦略的インフラ及びエネ

ルギープロジェクトにおける協力の潜在可能性は

大きいとの意見で一致した。また，両者は中国の

新シルクロード構想への関心についても共有した。

◆キスカ・スロバキア大統領のブルガリア訪

問

１０日，プレヴネリエフ大統領とブルガリア訪

問中のキスカ・スロバキア大統領は会談後の記者

会見で，ＥＵの団結は困難の克服のために重要で

あるとの考えで一致した。

プレヴネリエフ大統領は質問に答え，国際的テ

ロはＥＵ及びその団結にとっての脅威にとどまる

ものではない，過激主義や過激化した若者の存在

を伴う問題は一日では解決できない，と述べた。

キスカ大統領は，ＥＵは加盟国が団結し共に解決

策を模索する限り，難民流入圧力に対処すること

ができる，と述べ，ＥＵがその権限を通じ，ＥＵ

の国民と共に努力することで危機に対処すること

ができるとの確信を表明した。

プレヴネリエフ大統領は，スロバキアとの貿易

高は５億ユーロ近くとなっており，ブルガリアを

訪れるスロバキア人観光客は７万人を超える，と

述べた。また，プレヴネリエフ大統領は，両国は

ＩＴ，自動車産業，機械建設，農業及び食品加工

の分野で良好な伝統と大きな成果を有している，

両国はこれらの分野における相互投資を促進した

いとの希望を共有している，と述べた。

同日，キスカ大統領はボリソフ首相とも会談を

行った。両者は，両国は歴史的近接性に基づく友

好的で緊密な関係によって結びついており，ＥＵ，

ＮＡＴＯ加盟国であることにより関係が強化され

ている，経済協力の深化には大きな潜在可能性が

あるとの意見で一致した。

◆アンドリュウカイティス欧州委員のブルガ

リア訪問

１０日，アンドリュウカイティス保健・食品安

全担当欧州委員がブルガリアを訪問した。同欧州

委員はモスコフ保健相と会談し，欧州委員会のブ

ルガリアへの勧告，保健分野における国境を越え

た協力等について議論した。また，同欧州委員は
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タネヴァ農業・食糧相とも会談し，バルカン諸国

における動物間流行症の状況や食品安全の優先事

項について議論した。

◆ゼーホーファー・バイエルン州首相のブル

ガリア訪問

１１日，ドイツのゼーホーファー・バイエルン

州首相がブルガリアを公式訪問した。同州首相は

ボリソフ首相と会談し，経済成長，投資及び域外

国境の防衛を含む現在の情勢について議論した。

同州首相は会合後，両国は将来行われるべきであ

る難民政策について同じ意見を有している，両国

は二国間関係の深化のために権限内でできるあら

ゆることを引き続き行う，ブルガリアで行われて

いるあらゆる改革は投資家にとって非常に重要で

ある，と述べた。また，両国の代表団は全体会合

を行った。

同州首相はプレヴネリエフ大統領とも会談し，

難民問題等について議論した。

◆ミトフ外相：黒海経済協力機構外相会合出

席

１１日，ミトフ外相はルーマニアのブカレスト

で開催された黒海経済協力機構（ＢＳＥＣ）外相

会合に出席した。ミトフ外相は，ルーマニアのコ

マネスク外相，ギリシャのマルダス外務副大臣と

も会談し，二国間協力等について議論した。

◆ミトフ外相：中立政策に関する国際会議出

席

１２日，ミトフ外相はトルクメニスタンのアシ

ガバットで行われた「中立政策：平和・安全保障

及び発展のための国際協力」と題する国際会議に

出席した。同会議は，トルクメニスタンの永世中

立国承認２０周年を記念して行われた。

◆パヴロプロス・ギリシャ大統領のブルガリ

ア訪問

１４日，ギリシャのパヴロプロス大統領がプレ

ヴネリエフ大統領の招待によりブルガリアを公式

訪問し，プレヴネリエフ大統領の他，ボリソフ首

相，ツァチェヴァ国民議会議長と会談した。

プレヴネリエフ大統領は会談後の共同記者会見

で，全西バルカン諸国が欧州の家族の一員となる

まで欧州プロジェクトは完了しない，と述べた。

パヴロプロス大統領は，ギリシャは西バルカン諸

国の欧州への展望を支持する，ＥＵのパートナー

となることを希望する国々は制度的事実及び，と

りわけ歴史を尊重すべきである，と述べた。また，

パヴロプロス大統領は，トルコがＥＵ加入に向け

て努力する意思があり，政治経済レベルにおける

欧州の構成や一般事項に関する国際法を尊重する

のであれば，ギリシャはトルコの欧州への展望を

支持する，と述べた。

会談では，二国間関係，両国間の貿易・経済的

結びつき，地域の連結姓，エネルギー協力，予期

しない難民流入圧力についても議題とされた。プ

レヴネリエフ大統領は，難民・移民危機は共通の

問題であり，その解決には欧州共通のアプローチ

が必要である，と述べた。

プレヴネリエフ大統領は，現代的な地域エネル

ギー・インフラの構築の重要性について言及し，

先週署名が行われた両国間の天然ガス相互接続管

の建設に関する最終投資決定を歓迎した。また，

プレヴネリエフ大統領はブルガリアのシェンゲン

加入，数年前のＥＵ・ＮＡＴＯ加盟に対するギリ

シャの支持に謝意を表明した。これに対し，パヴ

ロプロス大統領は，ギリシャはＥＵに関する事項

については常にブルガリアを支持する，と述べた。

同日，パヴロプロス大統領はボリソフ首相とも

会談した。両者は二国間の経済関係・貿易及び政

府機関間での政治的対話の進展を高く評価した。

また，パヴロプロス大統領はツァチェヴァ国民議

会議長とも会談し，二国間関係や議会間交流の深

化の機会等について議論した。

◆ダーヴトオール・トルコ首相のブルガリア

訪問

１５日，トルコのダーヴトオール首相がブルガ

リアを実務訪問し，ボリソフ首相，プレヴネリエ



７

フ大統領と会談した。

ダーヴトオール首相はボリソフ首相との会談で，

今回のブルガリア訪問は我々の緊密な善隣関係及

び共通の運命を示すものである，我々は対ブルガ

リア関係を優先する，と述べた。また，ダーヴト

オール首相は，二国間の貿易高は現在の５０億米

ドルよりも増大するだろう，我々はソフィアとイ

スタンブールを結ぶ高速鉄道を含む主な運輸プロ

ジェクトを実施する予定である，我々はアゼルバ

イジャンからの天然ガス供給のためのガス相互接

続管を通じてブルガリアをトルコにつなぐ予定で

ある，と述べた。

ダーヴトオール首相は，難民危機は最も高いコ

ストを払っているトルコだけの問題ではなく世界

の問題である，と述べ，不法移民の抑制において，

ＥＵの共同努力に加えて二国間協力を推進したい

とのトルコの希望を表明した。

ボリソフ首相はダーヴトオール首相との共同記

者会見において，我々の国境は難民流入圧力にさ

らされていないと問題なく言うことができる，と

述べた。また，ボリソフ首相は，成果を生み出す

ことが期待される様々な活動について両国の内相

及び官房長が相互協力を行っている，と述べ，密

輸対策におけるトルコの支援に謝意を表明した。

ダーヴトオール首相は，トルコのＥＵ加盟に向

けた努力に対するボリソフ首相の支持に感謝して

いる，と述べた。ボリソフ首相は，トルコが最速

でＥＵ加盟プロセスを完了することへの希望を表

明した。

ダーヴトオール首相はロシア・トルコ関係の議

題について，トルコはロシアとのいかなる緊張状

態も望まない，なぜなら緊張状態は近隣諸国及び

世界の平和に影響を与えるからである，と述べた。

また，ダーヴトオール首相は，我々はあらゆる種

類の問題に関してロシアと議論する用意がある，

いずれかの時点でトルコとロシアは伝統的な協力

関係を再開するだろう，と述べた。

プレヴネリエフ大統領はダーヴトオール首相と

の会談において，ＥＵ・トルコのパートナーシッ

プの進展は不法移民の流入を止め，ＥＵ域外国境

の安全保障を向上させるための鍵である，と述べ

た。また，プレヴネリエフ大統領はトルコ・ブル

ガリア国境を管理し，ブルガリアへの難民流入を

止めるためのトルコの努力を賞賛した。両者は，

エネルギー多角化における更なる協力の拡大に向

けた展望についても議論した。



◆ベシミ・マケドニア副首相のブルガリア訪

問

１７日，ミトフ外相は，ブルガリアを訪問中の

マケドニアのベシミ欧州担当副首相との会談後，

記者団に対し，マケドニアの欧州・大西洋への統

合と同国の改革を全面的に支持すると述べた。

両者の会談では，交渉中の両国間の善隣友好協

定についても話し合われた。ミトフ外相は，同協

定に関してベシミ副首相から非常に前向きなメッ

セージが示されたと紹介した上で，最終合意のた

めの方式を見出すことを希望しており，締結期限

は設定されていないが，ベシミ副首相とはできる

限り早期に締結するとの意思を確認したと述べた。

◆ボリソフ首相：欧州理事会出席

１７日及び１８日，ボリソフ首相は欧州理事会

出席等のためブリュッセルを訪問した。

１７日，ユンカー欧州委員会委員長はブリュッ

セルでブルガリアの記者団に対し，ブルガリアの

シェンゲン加入を強く支持する，と述べた。ボリ

ソフ首相は，ブルガリアを例に挙げ，同国の国境

管理に対する見返りとして同国のシェンゲン加入

を主張した欧州人民党（ＥＰＰ）の全議員に謝意

を表明した。

ボリソフ首相はブリュッセルでのフォーラムに

おいて，ドイツのメルケル首相と実務会談を行っ

た。ボリソフ首相はメルケル首相に対し，ブルガ

リアの国境管理について説明した。また，両首相

はブルガリア政府と欧州委員会が共同作業部会設

立の合意に達した，「バルカン・ガス供給ハブ」プ

ロジェクトの進展についても議論した。
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経 済

１．マクロ経済

◆２０１６年度国家予算の可決

２日，国民議会は２０１６年度国家予算案を可

決した。２０１６年度予算の歳入（供与，寄付を

含む）は２０６億２３５９万１５００レヴァを見

込んでいる。このうち法人税は１７億３４５０万

レヴァ，自然人の所得税は２８億３千万レヴァ，

付加価値税は８４億９６０万レヴァ，物品税は４

６億７千万レヴァを見込んでいる。

歳出は１０９億４６２０万８６００レヴァを見

込んでいる。このうち経常的支出は８３億３２０

４万２６００レヴァ，資本的支出は２５億１１８

８万７９００レヴァ，臨時・緊急支出のための準

備金は７１１０万レヴァ（災害防止・管理・緩和

のための支出７千万レヴァを含む）を見込んでい

る。

予算からの交付金（移転金）は１０４億５５１

９万３２００レヴァを見込んでいる。このうち２

６億６２１３万７千レヴァは地方自治体，５０億

６５８８万７１００レヴァは社会保障，１０億６

９１９万９千レヴァは国家健康保険基金（ＮＨＩ

Ｆ）に交付する。ＥＵへの拠出金は１０億９７４

万３８００レヴァとなる。なお，当初予算案に盛

り込まれていた治安部門の職員の各種手当ての削

減は，警察官等の抗議行動を受け，削除された。

財政赤字は１７億８７５５万４１００レヴァ

（対ＧＤＰ比２％）を見込んでいる。来年度にお

ける新規の政府債務の上限は５３億レヴァに設定

された。

来年度予算は来年のＧＤＰを８８２億レヴァ，

経済成長率を２．１％，インフレ率を０．５％と

見込んでいる。

同日，国民議会は２０１５年度改定予算案も可

決した。歳入は１８２億４７５９万２９００レヴ

ァから１９０億８０３５万３９００レヴァに，歳

出は９０億５６４８万６２００レヴァから９４億

４４２８万６２００レヴァに増額された。財政赤

字は４９４０万レヴァ増の２２億７５４２万２８

００レヴァとされた。



◆１１月のインフレ率は前月比マイナス０．

１％

１４日の国家統計局の発表によると，１１月の

インフレ率は前月比マイナス０．１％となった。

前年同月比ではマイナス０．４％だった。１１月

は前月比で衣服・靴，保健，娯楽・文化が０．２％

値上がりした一方，輸送が１．７％値下がりした。

なお，過去１２ヶ月間（２０１４年１２月－２０

１５年１１月）の平均インフレ率は前年同期比マ

イナス０．１％だった。



◆１０月までの外国直接投資は約１３．７億

ユーロ

１７日発表のブルガリア国立銀行（ＢＮＢ）の

暫定データによると，今年１月から１０月までの

外国直接投資（ＦＤＩ）は１３億７２００万ユー

ロとなり，前年同期比で３７．５％増となった。

同期間におけるＦＤＩのうち資本投資は９億５７

６０万ユーロとなり前年同期比１２２％増となっ

た。新たな企業による新規投資はなく，既存企業

の資本投資が増加したものと見られる。

なお，今年１月から１０月までの期間における

在外ブルガリア人によるブルガリアへの送金額は

７億４２０万ユーロとなり，前年同期比で１３０

万ユーロ増加した。



◆最低賃金を月額４２０レヴァに引き上げ

２３日，政府広報局は，２０１６年１月１日か

ら（月額）最低賃金を現行の３８０レヴァから４

２０レヴァに引き上げることを発表した。最低賃

金の引き上げにより，求職者のモチベーションの

増加や生活水準の向上が期待されている。



２．経済政策，産業

（１）エネルギー関連

◆ギリシャとのガス接続管に関する最終投資

決定への署名
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１０日，ブルガリア・エネルギー公社（ＢＥＨ）

とギリシャのＩＧＩポセイドンは，ソフィアにお

いて，ブルガリア・ギリシャ間のガス接続管の建

設に関する最終投資決定に署名した。署名式には

ボリソフ首相，ギリシャのスコルレティス・エネ

ルギー相他関係者が出席した。ペトコヴァ・エネ

ルギー相は，今回の署名は，両国だけでなく南東

欧地域全体にとって戦略的重要性を有するエネル

ギープロジェクトの真のスタートとなるものであ

る，本接続管は天然ガス供給の多角化をもたらす

ものであり，南回廊の主要部分である，と述べた。

欧州委員会のロードマップによると，来年１０月

に着工し，実際のガス輸送は２０１８年半ばから

開始される。

ペトコヴァ・エネルギー相は，ブルガリアとギ

リシャ，ルーマニア，セルビア及びトルコとのガ

ス接続管は，ブルガリアが本地域におけるガス供

給のハブとなる構想の基礎であるが，これは欧州

エネルギー同盟の方針とも一致しており，ガス供

給及びエネルギー市場の発展にもつながると述べ

た。本計画には当初資金として約２．２億ユーロ

を要するが，欧州委員会が支援を行っており，今

後の支援も求められている。ペトコヴァ・エネル

ギー相は，うちルーマニアとのガス接続管につい

ては政府調達手続が開始され，入札に応じた四社

の提案を欧州委員会が検討しているところである，

と述べた。

ギリシャのスコルレティス・エネルギー相は，

今回の署名は両国及び欧州全体にとって非常に重

要であると述べ，両国のガス接続管プロジェクト

の戦略的重要性に言及した。



◆バルカン・ガス供給ハブに関する作業部会

の設立

１０日，政府広報部は，ブルガリアと欧州委員

会は「バルカン・ガス供給ハブ」プロジェクトの

マーケティング，ビジネス及び財政上の計画を検

討するための共同作業部会の設立に合意したと発

表した。同作業部会は，同プロジェクトの規制・

財政面の検討から作業を開始し，安定的な規制枠

組とビジネス環境の構築における問題点の確認に

も重点を置く予定である。

ドンチェフＥＵ基金・経済政策担当副首相は同

作業部会の開始にあたり，ブルガリアの地政学的

位置及び既存のガスインフラは，この地域にガス

供給ハブを構築する際の安定的な基盤となるもの

であり，政府はＥＵ規則に従い安定的な規制枠組

と商業的環境の構築に努力する，と述べた。「バル

カン・ガス供給ハブ」プロジェクトは，エネルギ

ー供給及びルートの多角化のためのブルガリアの

戦略と合致しており，中東欧のガス接続のための

ハイレベルグループ及びＥＵエネルギー同盟の戦

略に示される地域のニーズにも合致している。

ボルハルト欧州委員会域内エネルギー市場局長

は，カニェテ気候行動・エネルギー担当欧州委員

の代理として，南東欧地域の全諸国へのガス供給

の確保というガス分野の発展に対する欧州委員会

の大きな関心を強調し，ブルガリアに地域ハブを

構築することは本目標に向かう重要な飛躍になる，

と述べた。

◆オーバーガスへの天然ガス供給問題

３０日，ボリソフ首相はエネルギー関係者と緊

急会合を行い，ロシアのガスプロム・エクスポー

トが民間のガス供給会社オーバーガス（Overgas）

への天然ガスの供給を停止した場合，国営のガス

供給会社ブルガルガス（ブルガリア・エネルギー

公社（ＢＥＨ）の完全子会社）に対し，オーバー

ガスへ天然ガスを供給する準備を行うよう指示し

た。本会合は，１月１日からのオーバーガスへの

ガス供給停止を示唆するガスプロム・エクスポー

ト発オーバーガス宛書簡の写しをブルガルトラン

スガスが受領したことを受け行われた。本書簡の

背景には，オーバーガスとガスプロム・エクスポ

ート間の未払債務の問題及び未解決の取引上の問

題があると見られている。一方，オーバーガスは，

本書簡をガスプロム・エクスポートから受領して

いないと主張している。

オーバーガスはオーバーガス・ホールディング

（５０％），ガスプロム（０．４９％），ガスプロ
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ム・エクスポート（４９．５１％）が所有する民

間の天然ガス供給会社である。オーバーガスへの

ガス供給が停止された場合，同社の顧客である国

内約２０万世帯に影響が及ぶ見通しである。

３１日，ボリソフ首相はＢＥＨ及びブルガルガ

スと緊急会合を行った。ボリソフ首相は会合後の

記者会見で，ブルガルガスとオーバーガスは１月

１日から前者が後者にガス供給を行うとの契約に

署名した，と発表した。ボリソフ首相は記者団に

対し，政府がエネルギー関係者を招集して本件に

対応しなかったら，オーバーガスの顧客は１月１

日の未明からガス供給停止を受け入れなければな

らなかっただろう，と述べ，従来通りの価格で顧

客にガスが供給されることを保証した。

（注：天然ガスは３１日から１月１日にかけ，計

画通り国内の全顧客に供給された。）

（２）非ＥＵ諸国との関係

◆中国企業によるコズロドゥイ原発訪問

１５日，エネルギー省は，原子力発電所を運営

する中国企業の幹部がコズロドゥイ原子力発電所

を訪問した，と発表した。中国企業の代表団には

ドンチェフＥＵ基金・経済政策担当副首相，ペト

コヴァ・エネルギー相，ニコロフ・エネルギー副

大臣，アンゲロフ・コズロドゥイ原発所長が同行

した。

ブルガリア側は，原子力エネルギー，特にコズ

ロドゥイ原発での新規原子炉の建設における二国

間協力の機会について説明した。中国企業にはコ

ズロドゥイ原発の優先事項，すなわち，（原発内で

唯一稼働している）５号基及び６号基の使用期限

の延長及び発電容量の１０４％までの拡大に関す

る最新情報が説明された。

アンゲロフ所長は，コズロドゥイ原発はブルガ

リア国内の電力の３３％を供給している，と述べ

た。今年の１月１日から１２月１３日までの間，

コズロドゥイ原発の５号基及び６号基は１４，４

９０，４６３ＭＷ／ｈの電力を生産した。

（３）ＥＵ関連

◆２００７－２０１３年期間のＥＵ基金の消

化率は９４％に

２３日，ドンチェフＥＵ基金・経済政策担当副

首相は，２００７－２０１３年期間のＥＵ基金の

消化率は現在９４％（７９億ユーロのうち７４億

ユーロ）である，と発表した。同副首相は，同プ

ログラム期間の終了時には９５％に達するだろう，

と述べた。

（４）その他

◆第５回ＡＳＥＭ労働・雇用大臣会合の開催

３日及び４日，ソフィアにおいて第５回ＡＳＥ

Ｍ労働・雇用大臣会合が「アジアと欧州における

持続可能な社会開発に向けて：ディーセントワー

クと社会的保護のための共通のビジョン」をテー

マに開催され，日本からは三ッ林厚生労働大臣政

務官他が出席した。同会合では，各セッションの

テーマに関連する具体的取組をまとめたソフィア

宣言が採択された。

◆ソフィア・テック・パークの開所

１１日，ブルガリア初の科学技術パークである

ソフィア・テック・パーク（プロジェクトの公式

名称は「テクノロジー＋イノベーション・ネット

ワーク（ＴＩＮ）」）の開所式が行われた。開所式

にはプレヴネリエフ大統領，ボリソフ首相，ルカ

ルスキ経済相の他，ブルガリア訪問中のキスカ・

スロバキア大統領，ゼーホーファー・独バイエル

ン州首相，クレツ地域政策担当欧州委員も出席し

た。

プレヴネリエフ大統領は，ソフィア・テック・

パークはブルガリア初のハイテク・パークである

だけではなく，ブルガリアの将来を開くものであ

る，と述べ，関係閣僚の同プロジェクトへの支援

に対する謝意を表明した。

２０１２年の同プロジェクトの開始時から，同

パークは科学・研究とビジネスの効率的な連携及

び企業の立ち上げ支援を目的としている。ソフィ

ア郊外にある同パーク領域には，情報通信技術，

バイオテクノロジー，グリーン・エネルギーに関
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する１１の研究所が設立される予定である。同パ

ークはＥＵから計３，６２０万ユーロ（欧州地域

政策基金及び２０１４－２０２０年期間の実施プ

ログラム）の資金を受けており，追加支援も予定

されている。



◆病院の債務増加

２１日の報道によると，病院の債務額が依然と

して高水準にある。今年の９月末時点における市

立及び国立の病院の債務額は４億２３００万レヴ

ァにのぼる。このうち１億６７００万レヴァは遅

延債務である。

２０日，モスコフ保健相は，アレクサンドロフ

スカ病院のようないくつかの大規模病院の債務は

新規設備の購入によるものである，病院の債務は

国家健康保険基金（ＮＨＩＦ）の保険金支払い方

法に起因するとの見方は誤りであると述べた。今

年のＮＨＩＦの病院への保険金支払いは一定の上

限額までとされ，いわゆる「限度超え」の医療行

為に対する保険金支払いは行われていない。これ

らの「限度超え」の医療行為は総額５５００万レ

ヴァにのぼるとされる。また，モスコフ保健相は，

今年の半ば時点で，６５の国立病院のうち財政状

況が良好であるのは１１に過ぎないと述べた。
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ブルガリア内政・外交の動き(12 月)

  在ブルガリア大使館

１（火）

２（水） ●２０１６年度国家予算の可決

☆ミトフ外相：ＮＡＴＯ外相会合出席

３（木） ★キャメロン英首相：ブルガリア訪問（～４日）

★レーク・ユニセフ事務局長：ブルガリア訪問

★第５回ＡＳＥＭ労働・雇用大臣会合の開催（～４日）（於：ソフィア）

４（金）

５（土）

６（日）

７（月） ★ガリバシヴィリ・ジョージア首相：ブルガリア訪問

８（火）

９（水） ●イヴァノフ法相の辞任表明

10（木） ●ギリシャとのガス接続管に関する最終投資決定署名（於：ソフィア）

●バルカン・ガス供給ハブに関する作業部会の設立

★キスカ・スロバキア大統領：ブルガリア訪問

11（金） ●ソフィア・テック・パークの開所

★ゼーホーファー・バイエルン州首相：ブルガリア訪問

☆ミトフ外相：黒海経済協力機構（ＢＳＥＣ）外相会合出席（於：ブカレスト）

12（土） ●ＤＳＢの連立政権離脱

13（日）

14（月） ★パヴロプロス・ギリシャ大統領：ブルガリア訪問

15（火） ●ＤＳＢを除く改革派ブロック構成政党の連立政権残留の決定

★ダーヴトオール・トルコ首相：ブルガリア訪問

16（水） ●司法制度改革に関する憲法改正法案の最終可決

17（木） ★ベシミ：マケドニア副首相：ブルガリア訪問

☆ボリソフ首相：欧州理事会出席（～１８日）（於：ブリュッセル）

18（金） ●ザハリエヴァ新法相の就任

19（土）

20（日）

21（月）

22（火）

23（水）

24（木） ●メスタンＭＲＦ党首の党首解任及び党除名

25（金）

26（土）

27（日）

28（月）

29（火）

30（水）

31（木） ●ブルガルガスとオーバーガス間のガス供給契約の署名
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ブルガリア経済指標の推移 （出典：国家統計局，中央銀行）
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行）

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 Q1 Q2 Q3

GDP成長率 (％) 6.2 -5.0 0.1 1.6 0.2 1.3 1.6 3.3 2.8 3.0

GDP per Capita (BGN) 9,090 9,007 9,793 10,900 11,161 11,283 11,574 - - -

＜財政収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 Q1 Q2

財政収支 （million BGN) 1,156.7 -2,960.6 -2,328.0 -1,589.7 -508.4 -640.1 -4,826.1 224.3 769.8

財政収支GDP比 (％ of GDP) 1.7 -4.2 -3.2 -2.0 -0.6 -0.8 -5.8 0.3 0.9

＜失業者数及び失業率＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct Nov

失業者数 （千人） 232 338 342 342 376 386 351 364 361 362 350 332 316 310 307 303 313 324

失業率 （％） 6.3 9.1 9.2 10.4 11.4 11.8 10.7 11.1 11.0 11 10.7 10.1 9.6 9.4 9.3 9.2 9.5 9.9

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct Nov

消費者物価上昇率 （％） 7.8 0.6 4.5 2.8 4.2 -1.6 -0.9 -0.4 0.2 0.4 0.7 -0.2 -0.9 -0.2 0.0 -0.1 0.2 -0.1

月額平均賃金 (BGN) 545     609     648     686 731 775 828 856 839 882 897 873 868 879 858 885 885 -

＜対外債務＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct

政府部門対外債務 (million EURO) 3,935.9 4,208.3 4,326.9 4,205.0 4,578.9 4,062.2 6,552.0 6,164.5 6,095.5 6,952.2 6,721.2 6,628.0 6,530.6 6,471.4 6,345.6 6,190.6 6,076.6

民間部門対外債務 (million EURO) 33,310.6 33,608.2 32,699.4 32,089.8 33,134.6 32,873.4 32,804.4 32,662.3 32,761.1 32,464.8 32,046.2 29,074.7 29,065.7 28,249.4 28,162.9 28,186.2 28,248.7

＜対内直接投資と貿易収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct

対内直接投資 (million EURO) 6,727.8 2,436.9 1,169.7 1,476.3 1,320.9 1,383.7 1,285.4 271.0 502.7 630.8 842.2 818.1 980.3 1,081.1 1,290.0 1,308.0 1,371.5

貿易収支（FOB） (million EURO) -8,597.7 -4,173.9 -3,532.7 -2,648.0 -3,947.2 -2,890.7 -2,734.6 -122.6 -380.6 -507.1 -683.0 -799.6 -903.3 -1,148.3 -1,105.3 -1,190.6 -1,378.0

輸出（FOB） (million EURO) 15,204.0 11,699.2 14,180.6 19,055.7 19,667.6 21,208.0 21,016.5 1,625.9 3,276.6 5,218.2 7,129.8 8,964.5 10,925.4 12,908.1 14,760.9 16,608.0 18,677.9

輸入（FOB） (million EURO) 23,801.7 15,873.1 17,713.3 21,703.7 23,614.8 24,098.7 23,751.2 1,748.5 3,657.2 5,725.3 7,812.8 9,764.1 11,828.7 14,056.5 15,866.2 17,798.5 20,055.9


